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1. はじめに 

 私は今年度 4 月から技術センターの技術員として

広島大学に入職し，両生類研究センターで業務に

当たっている．本稿では、両生類研究センターと，

私が担当しているバイオリソース事業支援業務につ

いて紹介する． 

 

2. 両生類研究センター 

 

図 1: 両生類研究センター外観 

 両生類研究センターは昭和 42 年に設立された日

本では唯一の両生類に特化した研究機関であり，

世界的にみても極めてユニークな研究施設として知

られている．当センターは設立時より，両生類に関

連する様々な分野の研究を時代に合わせて展開し

ており，現在は，表 1 のように 3 つの研究部門から

構成されており、発生や再生，進化などの基礎研究

を実施するとともに，医科学領域との学際的融合分

野の創生を目指し，学内や国内外の研究者との共

同研究を進めている． 

 

 

 

表 1: 両生類研究センター組織表 

研究部門 部門内容 

バイオリソース 遺伝資源、進化・発生・再生研究 

発生 発生や組織・器官再生に関する研究 

進化・多様性 多様性・進化メカニズムに関する研究 

  

また，当センターは本学総合博物館のサテライトとし

て，生体展示コーナーを一般向けに無料開放して

いる．自由研究やスケッチをするために訪れる方も

多く，年間約 700 名が来訪されている．現在展示コ

ーナーの改装が進められており，より魅力的な展示

となっているので，是非多くの方々に見ていただき

たい． 

 

図 2: 展示コーナーの様子 

 

3. ナショナルバイオリソースプロジェクト 

 当センターは両生類の生物遺伝資源を収集・保

存し，国内外の研究者にそれらを提供する中心的

役割を担ってきた．そして，平成 14 年度からは文部

科学省が主導するナショナルバイオリソースプロジェ

クト（以下「NBRP」という）の中核拠点として指定さ



れ，両生類の一種である、ネッタイツメガエルのリソ

ース事業を行なっている．NBRP は、我が国が戦略

的に整備する生命医科学研究の基礎・基盤となる

生物遺伝資源を体系的に収集・保存・提供を行なう

とともに，保存技術などの開発やゲノム解析等による

リソースの付加価値の向上を行なうことを目的とした

プロジェクトである．NBRP の運営は，平成 27 年度

より文部科学省から国立研究開発法人日本医療研

究開発機構（AMED）に引き継がれている． 

 

4. ネッタイツメガエル 

 NBRP バイオリソースの一つであるネッタイツメガ

エル（Xenopus tropicalis）は，アフリカ大陸の赤道付

近が原産のカエルであり，熱帯雨林の湖や川に生

息している．日本固有のカエルは，おたまじゃくしか

ら変態して成体になると陸上で生活をするが，ネッタ

イツメガエルの成体は上陸することはなく，一生を水

の中で生活する．水中で生活をするカエルは，陸上

で生活するカエルよりも飼育メンテナンスが容易で

ある．また，水中で生活するカエルの中でも，ネッタ

イツメガエルは成長速度が早く，季節を問わず採卵

可能であるなどの，実験動物としての利点が多い． 

 生命医科学研究で使われるモデル動物は，遺伝

子配列とそれをコントロールするゲノム情報（遺伝子

配列とそれをコントロールする DNA 配列）が整備さ

れている．ネッタイツメガエルも同様に，全ゲノム配

列が解読されており，ヒトの病気に関連する遺伝子

を 79%以上もつことが明らかにされている．そのた

め，ネッタイツメガエルはヒトの疾患を研究する医科

学研究のモデル動物としても使用されている．それ

だけでなく，組織や器官が損傷した際に，それを再

構築する再生能力が高いことから，近年は再生研究

のモデル動物として脚光を浴びている． 

 

図 3: リラックス状態のネッタイツメガエル 

 ネッタイツメガエルを実験モデル動物として使うた

めには，遺伝的なバックグラウンドの個体差が少な

い近交系統が求められる．当センターでは，世界的

にも評価の高いネッタイツメガエルの近交系の作出

に成功しており，現在，この近交系を国内外の多く

の研究者や研究機関に提供している．また，近交系

のほかに研究者の研究発展に寄与する新規の遺伝

子導入ネッタイツメガエルや，遺伝子を破壊したツメ

ガエルを作製しており，現在それらを提供するため

の準備を進めている． 

 

5. バイオリソース事業支援 

 当センターでは，先述のようにネッタイツメガエル

NBRP の中核拠点として近交系野生型の作出・提

供を行なっている．私の業務の一つは，この近交系

の飼育管理と提供に関わるものである．当センター

から国内外に提供する近交系のネッタイツメガエル

は年間 2700 匹にのぼる．また，提供する個体に加

え，それら系統を維持するための個体も必要である

ため，広大な飼育スペースに，常時 6000 匹以上の

成体とオタマジャクシの飼育管理をしている． 



 

図 4: ネッタイツメガエル飼育管理風景 

 近交系の管理・提供に加え，研究に有用な新規の

遺伝子組換え体や遺伝子破壊ツメガエルの作製，

飼育，配布も私の業務の一つである．遺伝子組換え

体と遺伝子破壊ツメガエルの作製のいずれも顕微

注入法を用いている．これは，顕微鏡下で非常に細

い針（10μm 以下）を受精卵に刺し，遺伝子組み換

え・破壊を行なう試料を注入する方法である．顕微

注入した卵は，2-3 日程度丁寧に飼育した後，蛍光

顕微鏡などを使い，組換え体であるかを一つ一つ

確認し，組換え体であったものについては，成体ま

で育て，その子となる次世代の成体を得てから，国

内外の研究者へ提供をすることが出来るようにな

る． 

 この他にも，バイオリソース事業の一環として，

NBRP 主催のネッタイツメガエル技術講習会や，外

部のトレーニングコースにスタッフとして参加し，講

習会での実習の準備や顕微注入法ならびに飼育法

のデモンストレーションなどを行なっている．また，

様々な学会に参加し，ネッタイツメガエル新規ユー

ザーの獲得に向けての PR 活動に取り組んでいる． 

 

図 5: NBRP 技術講習会の様子 

 

図 6: 学会参加時の様子 

6. おわりに 

 この 1 年間，生き物相手の業務が多く，計画通り

進められないこともあったが，遺伝子組換え体・野生

型の作製を中心に，バイオリソース事業支援に励ん

できた．今後も研究者の方々の研究発展に貢献で

きるよう，バイオリソース事業に関連した新しい技術

や知識を習得しながら努めたい． 
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